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［3面］生活支援相談窓口を開設、住宅への耐震改修助成制度を拡充 ［4面］コミュニティバス「しおかぜ」

時刻表・運行ルートが元に戻ります ［7面］特別区職員採用試験・選考日程が決定

今号の
主な内容

▲各種補助事業により中小企業の皆さんを応援しています(写真は区内の家具製造会社で)。

ま
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活
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た
め
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は
︑
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︒
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︑
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︒
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︑

条
件
な
ど
の
詳
細
は
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒
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締 切

創業支援 事務所・店舗等の賃料

平成27年度内に創業し、店舗等が区内にある中
小企業

対 象 者

賃料支払終了後、実績報告書に基づき交付交 付

下表のとおり 2年金額・期間

事務所・店舗等の賃料(敷金・礼金等は補助対象
外)

対象経費

製造業2件、製造業以外3件※書類審査のうえ、
申請者多数の場合は抽選。補助の適否は全員に
通知

件 数

7／31(金)

製造業とは、日本標準産業分類で定める大分類「製造業」

月額賃料の1/4以内
製造業以外
月額 5万円

月額賃料の1/4以内
製造業以外
月額 3万円

月額賃料の1/2以内
製造業
月額 10万円補助開始月〜12か月

目
（1年目）

上限額と補助率補助月数

月額賃料の1/2以内
製造業
月額 5万円13か月目〜24か月目

（2年目）

締 切

展示会・見本市への出展経費

区内の中小企業または区内中小企業団体対 象 者

書類審査のうえ補助の適否を決定し、事業完了
後、実績報告書に基づき交付

交 付

対象経費の2分の1以内で上限20万円金 額

出展料・出展小間料・展示装飾費対象経費

国内外で開催される展示会、見本市およびフェ
アへの出展※主として販売を目的としない展示
会等に限る

対象事業

出展する展示会等の開催日の1か月前

交 付

知的財産権(特許権・実用新案権・意
匠権・商標権)取得費

区内に本社を有し、引き続き1年以上事業を営
んでいる中小企業

対 象 者

対象経費の2分の1以内で上限10万円(特許権の
取得にあっては上限30万円)

金 額

出願料、登録料、審査請求料、弁理士に支払う
報酬

対象経費

各5件(予定)件 数

書類審査のうえ補助の適否を決定し、交付

対 象 者

※対象外経費［通信経費、維持管理費等ホームページ作成に
直接関係しない経費、パソコン等設備購入費］

ホームページ作成費(新規開設)

○ホームページの新規作成に着手する前に申請
が必要
○平成28年3／18(金)までに事業を完了(作成済
のホームページをインターネット上にアップロ
ードのうえ、経費の支払いを全て終了し、実績
報告書を提出)
○作成するホームページが他の主催するウェブ
サイトの一部でないこと
○既にあるホームページの変更・更新は対象外

条 件

書類審査で補助の適否を決定し、事業完了後、
補助条件等を確認のうえ実績報告書に基づき交
付

交 付

対象経費の2分の1以内で上限5万円。ただし、中
小企業団体が新規に開設するホームページは、
対象経費の2分の1以内で上限30万円

金 額

○ホームページの作成に係る委託費(外部委託
の場合)
○ホームページ作成ソフトおよびその解説本の
購入費(自前作成の場合)

対象経費
(※)

区内の中小企業(遊興娯楽業のうち風俗関連営
業、金融業、宗教法人などの業種を除く)または
区内の中小企業団体(江東区中小企業登録団体
で商店会を除く)

交 付

新製品・新技術開発費

区内の中小企業、複数の中小企業(2分の1以上
が区内事業者)で構成する任意のグループ、区
内の中小企業団体

対 象 者

5件(予定)

対象経費の3分の2以内で上限300万円金 額

件 数

中小企業が自ら行う研究開発で平成27年度中に
事業が完了する見込みのあるもの(新製品の開
発技術、機械器具(装置)の高性能化・省力化・
自動化のための技術、新物質(新材料)の開発利
用技術など)

対象事業

6／30(火)締 切

書類審査および面接審査で補助の適否を決定
し、事業完了後、実績報告書に基づき交付

申請書配布

新製品・新技術広告宣伝費

区内に本店および主たる事業所を有し、引き続
き1年以上事業を営んでいる中小企業※昨年度
この補助金の交付を受けた場合は、今年度は補
助金の申請はできません

対 象 者

3件(予定)

対象経費の3分の2以内で上限100万円金 額

件 数

新聞・企業雑誌等への広告掲載料(紙媒体への
掲載で自社で新たに開発した製品のみ)

対象経費

書類審査のうえ補助の適否を決定し、事業完了
後、実績報告書に基づき交付

交 付

4／20(月)〜

対 象 者

※申請時に大学等と契約が完了し、契約金の支払いが済ん
でいないものに限る

産学連携による共同研究費

中小企業等が、大学または高等専門学校と行う
製品開発や技術開発の共同(委託)研究で、平成
27年度中に事業完了が見込めるもの

対象事業
(※)

書類審査および面接審査で補助の適否を決定し、
事業完了後、実績報告書に基づき交付

交 付

3件(予定)

対象経費の3分の2以内で上限300万円金 額

件 数

大学等に支払う共同(委託)研究に係る契約金対象経費

区内の中小企業または区内中小企業団体

都立産業技術研究センター利用料

区内に主たる事業所を有し、引き続き1年以上
事業を営んでいる中小企業

対 象 者

対象経費の3分の2以内で、年度内で上限15万円金 額

依頼試験、オーダーメード試験、実地技術試験、
各種試験機器、オーダーメード開発支援、製品
開発支援ラボを利用し、実際に支払った利用料

対象経費

書類審査のうえ補助の適否を決定し、交付交 付

環境認証等取得費

区内に本社および環境認証等を受ける事業所を
有し、引き続き1年以上事業を営んでいる中小企
業※認定を受ける前に必ず申請してください

対 象 者

下表のとおり金 額

ISOやエコアクション21等の環境認証やプライ
バシーマークを新たに取得する場合の経費の一
部

対象経費

書類審査のうえ補助の適否を決定し、事業完了
後、実績報告書に基づき交付

交 付

限度額

プライバシーマーク
認定取得

20万円

補助率

エコアクション21認
証取得

1／2以内

審査登録機関の審
査に要する費用、
コンサルタント委
託料

ISO9001認証取得

ISO14001認証取得

対象経費対象事業

ISO27001認証取得

50万円

融資あっせんの情報は2面に掲載



2平成27年(2015年)�月21日
江東区ホームページ http://www.city.koto.lg.jp

http://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

区
で
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︑
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業
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の
方

が
事
業
資
金
を
低
金
利
で
借
入
れ
が

で
き
る
よ
う
に
︑
金
融
機
関
と
東
京

信
用
保
証
協
会
の
協
力
を
得
て
︑
融

資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
︒
こ

の
制
度
は
︑
区
が
直
接
融
資
す
る
の

で
は
な
く
︑
金
融
機
関
が
区
の
定
め

る
条
件
の
範
囲
で
融
資
を
行
う
も
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で
す
︒

借
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
区
の
紹
介

を
受
け
た
後
︑
金
融
機
関
お
よ
び
保

証
協
会
の
審
査
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま

す
の
で
︑
期
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お

手
続
き
く
だ
さ
い
︒

ま
た
︑
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
に

は
︑
区
役
所
で
経
営
相
談
を
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
︒
経
営

相
談
は
予
約
制
で
す
︒
事
前
に
電
話

等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

利
子
の
補
助
︑
保
証
料
の
補
助

が
あ
り
ま
す

借
入
れ
後
は
︑
区
が
設
定
し
た
利

率
で
金
融
機
関
へ
返
済
し
ま
す
が
︑

翌
年
の
�
月
に
返
済
額
の
う
ち
︑
そ

れ
ぞ
れ
の
資
金
に
定
め
た
補
助
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で

支
払
済
利
子
の
一
部
を
補
助
金
と
し

て
交
付
し
ま
す
︵
率
に
つ
い
て
は
左

表
を
参
照
︶
︒
ま
た
︑
一
部
の
資
金

に
お
い
て
は
借
入
れ
に
要
す
る
信
用

保
証
料
の
補
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が
あ
り
ま
す
︒
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︑
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フ
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ト
﹁
江
東
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企
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の
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案
内
﹂
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た
は
区
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

創
業
を
支
援
し
ま
す

�
年
間
利
子
を
全
額
補
助

創
業
支
援
融
資
は
事
業
主
で
な
い

個
人
の
方
が
︑
新
た
に
個
人
ま
た
は

法
人
と
し
て
江
東
区
内
で
創
業
す
る

場
合
が
対
象
と
な
り
ま
す
︒

な
お
︑
昨
年

月
よ
り
ス
タ
ー
ト
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た
江
東
区
の
﹁
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業
支
援
事

業
﹂
を
受
け
ら
れ
た
方
が
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書
を
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っ
て
﹁
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業
支
援
資
金
﹂
を

利
用
す
る
場
合
に
は
︑
当
初
の
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年

間
に
限
り
利
子
を
全
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補
助
し
ま
す

︵
一
旦
は
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す

が
︑
翌
年
の
�
月
に
ま
と
め
て
補
助

金
と
し
て
交
付
し
ま
す
︶
︒
﹁
特
定

創
業
支
援
事
業
﹂
は
︑
区
が
実
施
す

る
も
の
の
ほ
か
︑
区
と
連
携
す
る
団

体
が
実
施
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
参
加

す
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
︒
詳
細
は
区

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
︑
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い
︒
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企
業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
︑

企
業
活
力
を
増
進
す
る
た
め
︑
中
小

製
造
業
事
業
者
を
対
象
と
し
た
商
談

会
を
開
催
し
ま
す
︒

昨
年
は
�
�


社
の
企
業
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
︒
各
区
合
同
で

行
わ
れ
る
商
談
会
は
他
に
類
を
み
な

い
チ
ャ
ン
ス
で
す
︒
参
加
に
つ
い
て

ご
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
︑
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
月
︶
午
後
�
時
～

24

�
時
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予
定
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▢場
品
川
区
産
業
支
援
交
流
施
設
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Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
︶
�
階
︵
品
川
区
北
品

川
�
︱

�
︱

︶
▢人
江
東
・
品
川
・

15

目
黒
・
板
橋
・
江
戸
川
区
内
の
中
小

製
造
業
事
業
者

▢費
無
料

▢締
﹇
発
注
企
業
﹈
�
月

日
︵
木
︶

30

﹇
受
注
企
業
﹈
�
月
�
日
︵
金
︶

▢申
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
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専
用

フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
記
入
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︑

メ
ー
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で
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済
課
産
業
振
興
係
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区
で
は
︑
今
後
の
男
女
共
同
参
画

施
策
の
推
進
と
平
成

年
度
に
行
う
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新
た
な
男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
策

定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
︑
平
成

年
�
月
～

月
に
区
民
︵

歳
以
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上
の
男
女
�
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区
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社
︶
を
対
象
に
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
意
識
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
︒こ

の
た
び
︑
調
査
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
︑
そ
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
︒

有
効
回
収
数
は
︑
区
民
調
査
	
�

�
票
︵

・
�
％
︶
︑
企
業
・
事
業
所
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調
査
�
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票
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・
�
％
︶
で
し

19

た
︒

﹇
男
女
の
平
等
感
﹈

社
会
全
体
と
し
て
男
性
優
遇
と
感

じ
て
い
る
割
合
は
︑
	
割
強
と
な
っ

て
お
り
︑
平
成

年
度
実
施
の
前
回

21

調
査
に
比
べ
て
︑

・
�
ポ
イ
ン
ト

17

増
加
し
て
い
ま
す
︒

教
育
の
場
に
お
い
て
は
約
�
割
が

平
等
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

﹇
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
﹈

﹁
仕
事
と
生
活
の
調
和
﹂
と
言
わ

れ
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
︑
約
�
割
の
企
業
・
事

業
所
が
関
心
を
示
し
て
い
ま
す
が
︑

そ
の
推
進
の
た
め
に
は
育
児
・
介
護

休
業
等
に
よ
る
﹁
代
替
職
員
の
確

保
﹂
や
︑﹁
労
働
時
間
の
長
い
部
門
・

事
業
所
が
あ
る
﹂
等
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
︒

詳
細
は
︑
こ
う
と
う
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
︵
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役
所
�
階
︶
︑
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女
共

同
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画
推
進
セ
ン
タ
ー
︵
扇
橋
�
︱

︱

�
︶
︑
図
書
館
な
ど
に
置
い
て

22あ
る
報
告
書
︑
ま
た
は
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

調
査
結
果
は
︑
行
動
計
画
策
定
に

向
け
て
の
審
議
や
男
女
共
同
参
画
推

進
施
策
実
施
に
際
し
て
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
き
ま
す
︒
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ン
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女
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こ
の
春
中
学
校
を
卒
業
し
︑
江
東

区
子
ど
も
医
療
受
給
者
証
の
受
給
が

終
了
︵

歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最

15

初
の
�
月

日
ま
で
︶
す
る
方
の
う

31

ち
︑
次
に
該
当
す
る
方
は
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成
︵
⃝障
︶
制
度
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
︑
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
︒

﹇
対
象
と
な
る
方
﹈

次
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
重
度

障
害
の
方
で
︑
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方

〇
身
体
障
害
者
手
帳
�
級
・
�
級

︵
心
臓
・
腎
臓
等
内
部
障
害
に
つ

い
て
は
�
級
ま
で
︶

〇
愛
の
手
帳
�
度
・
�
度

﹇
対
象
と
な
ら
な
い
方
﹈

〇
保
護
者
の
収
入
が
基
準
額
を
超
え

て
い
る
方
︵
下
表
の
と
お
り
︶

〇
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

〇
健
康
保
険
の
自
己
負
担
の
な
い
施

設
に
入
所
し
て
い
る
方

﹇
申
請
に
必
要
な
も
の
﹈

〇
お
子
さ
ん
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま

た
は
愛
の
手
帳

〇
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証

〇
印
鑑

〇
平
成

年
�
月
�
日
時
点
で
江
東

26

区
に
お
住
ま
い
で
な
か
っ
た
方
は

保
護
者
の
平
成

年
度
課
税
︵
非

26

課
税
︶
証
明
書

▢問
障
害
者
支
援
課
障
害
者
福
祉
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
�
	
)
�
�
�



1,000万円(運転)

平成27年度 江東区中小企業融資制度 ＊資金特例 [注] は新設です

創業支援 ※3

短期運転

(設備)

(設備)

(設備)

(運転)

(設備)

(運転)

運転

(借換)

＊特定創業支
援 ※4

資金名

1.8

(運転)
(設備)

0.7

1.1

自己負
担率(％)

団体

1億円

(設備)

備考(変更点・条件)

※30.51.6

2.16年(12か月)

あっせん
限度額

＊商店街空き
店舗活用 ※2

＊商店街空き
店舗活用 ※2

1年(2か月)

6年(6か月)

返済期間
(据置)

1.6

1.9

年利
(％)

※20.3

0.9

0.8

利子補
助率(％)

1.30.82.19年(6か月)2,000万円

1.9

設備

−1.95年(6か月)
(転貸1組合員
1,000万円)

1,500万円

300万円

1,250万円

0.51.6

4年目以降 ※40.51.6

※2

当初3年間 ※402.1

9年(なし)2,000万円借換

1.20.71.9
6年(6か月・
借換はなし)

1,250万円
(各資金合計)

(運転)小規模企業特別
(一般)

1.01.1
2.16年(12か月)1,250万円

環境保全対策
〃(アスベスト対策)

区の制度融資の借
り換え条件を充足

1.40.72.1

従業員数が卸・小
売、飲食の商業、
サービス業の場合
は5人以下、その
他製造業等は20人
以下

1,250万円多角化・転業支援

0.51.6

※11.01.1

2.19年(12か月)4,000万円

設備強化 ※1

0.71.42.16年(12か月)

(運転)小規模企業特別
(小口零細企業
保証制度)

◎ あっせん受付期間は、平成27年4月〜平成28年3月です。区の融資の基本的な利用条件や、各融
資の詳細な利用条件等については、リーフレット・区ホームページをご確認ください。

※1 設備強化資金は、大型店対策・商店街リニューアル・商工業施設建替の要件のいずれかに該
当することが条件となります。また運転資金は設備資金との併用のみとし、金額は設備資金
の1／2以内とします。運転資金のみの利用はできません。

※2 設備強化資金および創業支援資金は、商店街で3か月以上空き店舗となっている物件を商店
会長の推薦を受けて利用する場合、利子補助率を優遇します。

※3 創業支援資金は、運転・設備資金合わせて2,500万円が上限です。
※4 区の特定創業支援事業を受けた証明書取得者に対し、借入当初から36か月間の利子を全額補

助します。

1.6−1.61年(2か月)

所得制限基準額

(本人等所得−所得控除≦所得制限基準額)

5,124,000円4人

5,504,000円5人

3,984,000円1人

4,364,000円2人

4,744,000円3人

平成25年中所得対象所得

扶養親族が5人を超えるときは、
1人につき38万円を加算します。
扶養親族の中に、老人控除対象配
偶者、老人扶養親族、特定扶養親族
または控除対象扶養親族(19歳未満
の者に限る)がいるときは、左記基
準額に一定額を加算します。医療
費・社会保険料(本人のみ)・配偶者
特別控除等については、総所得よ
り相当額を控除します。

基準額扶養親族の数

3,604,000円0人

4／1(水)〜8／31(月)適用期間
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例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

自転車に乗るときはルールを守って安全な運転を心がけてください。傘差し運転や、運転中の携帯電話使用は禁止されています。

�
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
﹁
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
﹂
に
基
づ
き
︑
さ

ま
ざ
ま
な
経
済
的
な
困
り
ご
と
を
支

援
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
︒

﹁
収
入
が
不
安
定
で
家
賃
や
税
金

を
滞
納
し
て
い
る
﹂
﹁
家
族
が
病
気

や
ひ
き
こ
も
り
で
仕
事
が
で
き
な

い
﹂
な
ど
失
業
・
借
金
・
家
計
か
ら

生
じ
る
経
済
的
な
困
り
ご
と
に
つ
い

て
︑
専
門
知
識
と
経
験
を
有
す
る
相

談
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
︒

窓
口
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

保
護
第
一
課
︵
区
役
所
︶
お
よ
び

保
護
第
二
課
︵
総
合
区
民
セ
ン
タ

ー
︶
に
専
用
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
︑

経
済
的
な
困
り
ご
と
を
支
援
す
る
総

合
窓
口
を
開
設
し
ま
す
︒

窓
口
で
は
相
談
員
が
悩
み
ご
と
を

お
聞
き
し
︑
問
題
解
決
に
向
け
た
方

法
や
情
報
を
提
供
し
ま
す
︒

江
東
区
在
住
で
︑
経
済
的
に
お
困

り
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
相
談
で

き
ま
す
︒

住
居
確
保
給
付
金
事
業

解
雇
等
に
よ
り
離
職
し
た
方
で
︑

就
労
能
力
と
就
労
意
欲
の
あ
る
方
に

常
用
就
職
に
向
け
︑
賃
貸
住
宅
の
家

賃
を
支
給
し
ま
す
︵
支
給
条
件
・
期

間
や
金
額
の
上
限
が
あ
り
ま
す
︶
︒

就
労
準
備
支
援
事
業

江
東
区
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
東

陽
�
︱

�
︱

�
︶
で
︑
生
活
訓
練
︵
生

活
リ
ズ
ム
の
確
立
︶
︑
社
会
訓
練
︵
模

擬
面
接
︶
︑
就
労
訓
練
︵
就
職
活
動

の
ス
キ
ル
や
知
識
の
取
得
︶
な
ど
を

行
い
ま
す
︒
ま
た
︑
職
業
紹
介
も
行

っ
て
い
ま
す
︒

相
談
は
お
気
軽
に

経
済
的
な
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い

る
方
は
︑
一
人
で
悩
ま
ず
︑
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
︒
あ
な
た
に
合
っ

た
解
決
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
︒

▢問
﹇
深
川
地
区
お
よ
び
東
砂
�
～

�
丁
目
︑
南
砂
︑
新
砂
の
窓
口
﹈

保
護
第
一
課
自
立
支
援
担
当

︵
区
役
所
�
階

番
︶

24

☎
(
�
	
�


)
�
�
�



﹇
城
東
地
区
の
う
ち
亀
戸
︑
大
島
︑
北

砂
︑
東
砂
�
～
�
丁
目
︑
夢
の
島
︑

新
木
場
︑
若
洲
の
窓
口
﹈

保
護
第
二
課
自
立
支
援
担
当

︵
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
︵
大
島
�
︱

�
︱



︶


階
︶

☎
(
�
	
�


)
�


�



※
そ
の
ほ
か
区
役
所
�
階
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
常
設
窓
口
︵
江
東
就
職
サ

ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
︶
を
設
置
し
︑
生

活
に
お
困
り
の
方
の
就
職
先
を
紹
介

し
て
い
ま
す
︒
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
︵
予
約
制
︶
︒

☎
(
�
	
�


)
�
�
�



民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
改
修

工
事
助
成
限
度
額
の
引
き
上
げ

現
在
︑
区
で
は
昭
和

年
�
月

56

31

日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧
耐
震
基
準

の
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
︑

所
有
者
等
へ
の
耐
震
助
成
を
実
施
し

て
い
ま
す
︒

こ
の
う
ち
︑
耐
震
改
修
工
事
の
助

成
金
︵
耐
震
改
修
工
事
費
の
�
分
の



︶
に
つ
い
て
︑
助
成
限
度
額
を


︑

�
�
�
万
円
か
ら
倍
額
と
な
る
�
︑

�
�
�
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
︒

こ
れ
に
伴
い
︑
こ
れ
ま
で
耐
震
診

断
や
耐
震
設
計
の
助
成
を
受
け
た
管

理
組
合
や
所
有
者
の
皆
様
へ
︑
改
修

工
事
の
ご
案
内
を
す
る
予
定
で
す
︒

非
木
造
戸
建
て
住
宅
の
助
成
要

件
の
緩
和

こ
れ
ま
で
非
木
造
の
戸
建
て
住
宅

に
つ
い
て
は
︑
住
宅
部
分
が
延
べ
床

面
積
の
�
分
の


以
上
あ
る
こ
と
が

助
成
の
要
件
で
し
た
︒

こ
の
要
件
を
緩
和
し
︑
店
舗
付
き

戸
建
て
住
宅
な
ど
︑
住
宅
部
分
が
延

べ
床
面
積
の
�
分
の


未
満
で
も
助

成
の
対
象
と
し
ま
す
︒
な
お
︑
助
成

を
受
け
る
た
め
に
は
そ
の
ほ
か
の
条

件
も
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
︒

▢問
建
築
調
整
課
建
築
防
災
係

☎
(
�
	
�


)
�


	
�

自
立
が
困
難
な
ひ
と
り
親
家
庭
の

お
母
さ
ん
︑
お
父
さ
ん
の
支
援
と
し

て
︑
就
労
支
援
に
関
す
る
給
付
金
支

給
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
︒
平
成

年

月
か
ら

26

10

母
子
相
談
事
業
を
拡
大
・
充
実
し
て

父
子
家
庭
の
相
談
も
お
受
け
し
て
い

ま
す
︒

給
付
金
の
支
給

経
済
的
自
立
を
目
指
し
修
業
す
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
親
︑
父
親
を
支

援
す
る
た
め
︑
﹁
高
等
職
業
訓
練
促

進
給
付
金
﹂
と
﹁
自
立
支
援
教
育
訓

練
給
付
金
﹂
の
�
種
類
の
給
付
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
︒
給
付
金
を
受
け

る
た
め
に
は
︑
福
祉
事
務
所
で
事
前

に
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
︒

▢人

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
扶
養

20

す
る
母
親
︑
父
親
で
児
童
扶
養
手
当

受
給
者
お
よ
び
同
様
の
所
得
水
準
の

方○
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

安
定
し
た
生
活
を
営
む
た
め
に
︑

就
職
に
有
利
で
収
入
増
に
役
立
つ
資

格
取
得
を
目
指
す
ひ
と
り
親
家
庭
の

母
親
︑
父
親
に
対
し
︑
養
成
機
関
で

の
修
業
期
間
中
の
生
活
費
の
負
担
を

軽
減
す
る
目
的
で
給
付
金
を
支
給
し

ま
す
︒

※
父
親
に
つ
い
て
は
︑
平
成

年
度

25

以
降
の
入
学
生
の
み
が
対
象
と
な
り

ま
す
︒

▢人
看
護
師
︑
介
護
福
祉
士
︑
保
育

士
︑
理
学
療
法
士
︑
理
・
美
容
師
等

の
資
格
取
得
の
た
め
︑
�
年
以
上
養

成
機
関
で
修
業
し
︑
資
格
取
得
が
見

込
ま
れ
る
方

﹇
支
給
対
象
期
間
﹈申
請
の
あ
っ
た
月

か
ら
修
業
期
間
の
全
期
間
の
う
ち
最

大
�
年
間

﹇
支
給
額
﹈住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
月
額


�
�
︑
�
�
�
円
︑
そ
れ

以
外
の
方
は
月
額


�
︑
�
�
�
円

﹇
修
了
支
援
給
付
金
﹈養
成
訓
練
修
了

後
に
一
時
金
と
し
て
︑
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
は
�
�
︑
�
�
�
円
︑

そ
れ
以
外
の
方
は
�
�
︑
�
�
�
円

を
支
給
︵
養
成
訓
練
の
修
了
日
よ
り

日
以
内
に
要
申
請
︶

30○
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

就
労
に
役
立
て
る
た
め
に
必
要
な

教
育
訓
練
講
座
を
受
講
し
た
場
合
︑

負
担
し
た
受
講
料
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
︒

﹇
支
給
額
﹈支
払
っ
た
費
用
の

％
に

20

相
当
す
る
額
︵
上
限

万
円
︶

10

※
�
︑
�
�
�
円
以
下
は
対
象
外

﹇
対
象
と
な
る
講
座
・
資
格
﹈雇
用
保

険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
指
定
教
育

訓
練
講
座
等
︒
具
体
的
な
講
座
・
資

格
は
︑
教
育
訓
練
給
付
制
度
検
索
シ

ス

テ

ム
︵

▢
h
ttp
:
/
/
w
w
w
.

HP

k
y
u
fu
.ja
v
a
d
a
.o
r.jp
/
k
e
n
sa
k
u
/

T
_
M
_
k
e
n
s
a
k
u
︶
を
ご
覧
く
だ
さ

い
︒

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
親
︑
父
親

に
生
活
全
般
の
相
談
・
支
援

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
が
︑
ひ

と
り
親
家
庭
の
母
親
︑
父
親
が
抱
え

る
︑
経
済
的
な
悩
み
︑
こ
ど
も
の
就

学
問
題
な
ど
︑
生
活
の
相
談
に
応
じ

支
援
し
ま
す
︒
そ
の
他
︑

歳
未
満

18

の
こ
ど
も
の
養
育
が
十
分
に
行
え
な

い
母
子
世
帯
を
対
象
に
自
立
支
援
を

行
う
母
子
生
活
支
援
施
設
へ
の
入
所

相
談
︵
要
審
査
︶
や
︑
緊
急
に
保
護

を
必
要
と
す
る
母
子
が
利
用
す
る
緊

急
一
時
保
護
施
設
の
入
所
相
談
も
行

っ
て
い
ま
す
︒
一
人
で
悩
ま
ず
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

母
子
・
父
子
福
祉
資
金
の
貸
付

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
親
︑
父
親
等

を
対
象
に
︑
経
済
的
に
自
立
し
て
安

定
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な

資
金
を
お
貸
し
し
ま
す
︵
要
審
査
︶
︒

﹇
資
金
の
種
類
﹈修
学
資
金
︑
就
学
支

度
資
金
︑
転
宅
資
金
︑
生
活
資
金
な

ど

種
類
の
資
金
が
あ
り
︑
貸
付
限

12

度
額
・
据
置
期
間
・
償
還
期
限
が
資

金
に
よ
り
異
な
り
ま
す
︒
詳
細
は
母

子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
︒

▢人
都
内
に
	
か
月
以
上
︵
修
学
資

金
︑
就
学
支
度
資
金
は
期
間
を
問
い

ま
せ
ん
︶
お
住
ま
い
の
母
子
︑
父
子

家
庭
の
母
親
︑
父
親
等
で
︑

歳
未

20

満
の
お
子
さ
ん
を
扶
養
し
て
い
る
方

▢問
﹇
深
川
地
区
お
よ
び
東
砂
�
～

�
丁
目
︑
南
砂
︑
新
砂
の
窓
口
﹈保
護

第
一
課
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員

☎
(
�
	
�
�
)
�


�
	

﹇
亀
戸
︑
大
島
︑
北
砂
︑
東
砂
�
～
�

丁
目
︑
夢
の
島
︑
新
木
場
︑
若
洲
の

窓
口
﹈保
護
第
二
課
母
子
・
父
子
自

立
支
援
員

☎
(
�
	
�


)
�


�



区
は
平
成

年
度
よ
り
︑
区
内
の

25

老
朽
建
築
物
の
除
却
に
対
し
て
︑
除

却
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を

設
け
ま
し
た
︒
そ
し
て
多
く
の
老
朽

建
築
物
を
所
有
す
る
方
か
ら
申
請
を

受
付
け
︑
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
︒

平
成

年
度
か
ら
は
︑
よ
り
老
朽

26

度
が
高
く
︑
震
災
発
生
時
に
倒
壊
や

火
災
の
危
険
性
が
高
い
建
築
物
を
助

成
対
象
と
す
る
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
︒平

成

年
�
月
か
ら
も
平
成

年

27

26

度
と
同
様
の
条
件
で
︑
老
朽
建
築
物

の
除
却
助
成
を
行
い
ま
す
︒
内
容
は
︑

次
の
と
お
り
で
す
︒

﹇
対
象
建
築
物
﹈昭
和

年
以
前
に
建

45

築
さ
れ
た
建
築
物
で
︑
建
築
物
の
構

造
が
木
造
ま
た
は
木
造
と
鉄
骨
造
に

よ
る
混
構
造
︒
建
物
の
用
途
が
専
用

住
宅
︑
併
用
住
宅
︑
共
同
住
宅
ま
た

は
長
屋
で
住
宅
系
の
用
途
に
限
り
ま

す
︒

﹇
申
請
対
象
者
﹈対
象
建
築
物
の
所
有

者
で
個
人
の
方
に
限
り
ま
す
︒

﹇
助
成
額
﹈除
却
工
事
費
用
の
�
分
の



︵

万
円
が
上
限
︶

50

▢問
建
築
調
整
課
建
築
防
災
係

☎
(
�
	
�


)
�


	
�

℻
(
�
	
�


)
�
�
�
�
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有关生活信息请査阅江东区主页。其刊载内容能用翻译软件同时阅览。

코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

地域で活動する団体のイベント・活動情報などが集まるポータルサイトです。情報収集・発信の場としてご活用下さい。

［パソコンから］http://kotocommu.net/［携帯電話から］http://genki365.net/gnkk22/i/

※右記の二次元コードからも入れます▢問区民協働推進担当☎3647-8570

こ
の
度
︑
三
石
橋
と
平
野
橋
の
架

替
工
事
が
完
了
し
ま
す
︒
新
し
い
橋

の
開
通
は
�
月
�
日
︵
水
︶
を
予
定

し
て
い
ま
す
︒
今
後
も
︑
便
利
で
快

適
な
道
路
・
交
通
網
の
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
︑
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▢問
道
路
課
橋
梁
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
�
�
�

音
声
ガ
イ
ド
付
で
木
下
惠
介
監
督

の
﹁
新
・
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
﹂

︵
�
�
�
�
年
︶
を
上
映
し
ま
す
︒

映
画
音
声
ガ
イ
ド
と
は
︑
目
の
不
自

由
な
人
の
映
画
鑑
賞
を
音
声
に
よ
っ

て
手
助
け
す
る
も
の
で
︑
映
画
の
登

場
人
物
の
動
作
や
場
面
状
況
を
︑
も

と
も
と
の
セ
リ
フ
や
想
像
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
シ

ナ
リ
オ
化
し
︑
上
映
時
に
小
型
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ
オ
を
通
し
て
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

流
し
ま
す
︒
音
声
ガ
イ
ド
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
﹁
江
東
シ
ネ
マ
ア

イ
﹂
が
制
作
し
て
い
ま
す
︒
音
声
ガ

イ
ド
を
ご
利
用
の
場
合
は
イ
ヤ
ホ
ン

付
の
小
型
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
︵
若
干
貸
出
あ
り
︶
︒
興
味

を
お
持
ち
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
土
︶
﹇
昼
の
部
﹈午

28

後
�
時
開
演
﹇
夜
の
部
﹈午
後
�
時
開

演▢費
全
席
自
由
�
�
�
円
︵
付
き
添

い
の
方
も
同
額
︶
※
音
声
ガ
イ
ド
ご

利
用
の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い

﹇
監
督
﹈木
下
惠
介
﹇
出
演
﹈加
藤
剛
︑

大
原
麗
子
︑
植
木
等
ほ
か

▢場

▢問
古
石
場
文
化
セ
ン
タ
ー

︵
古
石
場
�
︱

︱

�
︶

13

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

平
野
橋
架
替
工
事
完
了
に
伴
い
︑

�
月
�
日
︵
水
︶
始
発
よ
り
︑
江
東

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
﹁
し
お
か

ぜ
﹂
の
時
刻
表
︑
木
場
一
丁
目
バ
ス

停
位
置
︑
一
部
運
行
ル
ー
ト
が
変
更

︵
平
野
橋
工
事
開
始
前
の
も
の
に
復

元
︶と
な
り
ま
す
︒詳
細
に
つ
い
て
は

時
刻
表
・
案
内
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

▢問
交
通
対
策
課
交
通
係

☎
(
�
�
�
	
)
�
	
�
�

東
京
都
交
通
局
深
川
自
動
車
営
業
所

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
� ▲三石橋完成予想図

▲平野橋完成予想図

◀
﹁
新
・
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
歳
月
﹂

Ⓒ
松
竹
／
東
京
放
送
／
博
報
堂

バス停・ルート案内図 4／1(水)始発〜

食品中の放射性物質の検査結果
空間放射線量の測定結果(第7回・第8回)
食品中の放射性物質の検査結果

区では、区内の店舗で販売されている食品や

小中学校の給食用食材などに含まれる放射性物

質を検査しています。2月は区内流通食品16サ

ンプルと、有明小、第二大島小、越中島小、大

島西中の給食用食材各校5サンプル合計20サン

プル、および給食で飲んでいる牛乳について、

小中学校で1サンプル(全校銘柄・工場とも同一

種類)、保育園で13サンプルを採取して検査を

行い、いずれも放射性セシウムは不検出でした

(検出下限値25ベクレル／kg。ただし、牛乳や乳

児用食品など基準値の低い食品の検出下限値は

1.4〜2.2ベクレル／kg)。給食用食材は、使用す

る前日に検査を行っています［区立保育園につ

いての問合先］保育課保育管理係☎3647-9094

［区立以外の保育園についての問合先］保育課保

育支援係☎3647-9084［小中学校についての問合

先］学務課給食保健係☎3647-9177［その他測定

全般に関する問合先］保健所生活衛生課食の安

全係☎3647-5812※詳細は、区ホームページを

ご覧ください。

空間放射線量の測定結果(第7回・第8回)

4月から定点施設10施設について各施設4半期

に1回測定を実施しています(右表)。第7回を1／

20、第8回を2／16に実施しました。測定値は地

上1mの平均値で、第7回、第8回いずれも毎時

0.06mSvであり、国の対応方針およびガイドラ

インが示す高い数値が検出された地点はありま

せんでした。詳細は、区ホームページをご覧く

ださい▢問 環境保全課調査係☎3647-6148

PC版 携帯版

0.06平 均

0.0375

0.06

空間放射線量

地上1m（平均値）

同日の産業技術研究センター(青海2-4-10)の地
上約1ｍモニタリングポストでの日平均値

①大島第五保育園

所在地施設名

0.06清澄2-11-5③清澄二丁目公園

0.06

大島4-21-3-101

枝川3-4-1-101④枝川幼稚園

0.06東雲1-7-4⑤東雲緑道公園

空間放射線量 結果一覧
（第7回測定日：平成27年1／20（火））

0.07東砂6-9先②荒川・砂町水辺公園

（第8回測定日：平成27年2／16（月））

0.07大島9-1①小名木川水辺の散歩道

地上1m（平均値）

空間放射線量
所在地施設名

※空間放射線量の測定単位はμSv／h
※Svは放射線による人体への影響度合いを表す単位
※産業技術研究センターでは、空間放射線量の連続測定を実施
※同センターの測定値は、1μGly／h＝1μSv／hとして換算

辰巳1-10-57⑤辰巳中学校

0.06平 均

0.0370
同日の産業技術研究センター(青海2-4-10)の地
上約1ｍモニタリングポストでの日平均値

0.07北砂5-20-16②亀高小学校

0.07扇橋3-20-11③扇橋三丁目公園

0.05塩浜2-17-8④塩浜二丁目第二公園

0.06

12：05

12：03

12：02

12：01

12：00

11：59

11：58

11：57

11：56

11：56

11：55

11：50

11：49

11：48

11：46

11：45

5便と9便の辰巳ルートは潮見駅前が終点です。

江東区コミュニティバスしおかぜ 時刻表(平日・土休日共通)※4／1(水)改正

潮見二丁目②

枝川三丁目③

潮見駅前①

木
場
ル
ー
ト

バス停留所名

11：00

10：59

10：58

10：56

10：55

10：54

10：50

10：49

10：43

10：42

10：41

10：40

3便

12：06

9：35漣橋南詰㉓

10：269：36

9：02

9：01

9：00

1便

潮見一丁目アパート前㉔

9：52

9：51

9：50

2便

11：16

11：15

11：13

11：12

11：11

11：10

11：09

11：08

11：07

11：06

11：06

11：05

10：219：31第二辰巳小学校前⑳

10：229：32辰巳中央㉑

10：239：33辰巳一丁目北㉒

10：25

10：189：28港湾住宅前⑰

10：199：29辰巳駅前⑱

10：209：30辰巳団地⑲

⑬

辰
巳
ル
ー
ト

10：169：26潮見二丁目⑭

10：169：26潮見一丁目アパート前⑮

10：179：27漣橋南詰⑯

枝川二丁目⑩

10：099：19枝川三丁目⑪

10：109：20深川暁橋南⑫

10：159：25潮見駅前

9：14木場六丁目ギャザリア前⑦

10：059：15塩崎荘前⑧

10：069：16塩浜二丁目⑨

10：089：18

9：539：03枝川二丁目④

9：599：09木場一丁目⑤

10：009：10木場二丁目⑥

10：04

16：56

16：55

16：50

16：49

16：48

16：46

16：45

16：44

16：40

16：39

16：33

16：32

16：31

16：30

9便

15：42

15：41

15：40

8便

17：06

17：05

17：03

17：02

17：01

17：00

16：59

16：58

16：57

16：56

16：10

16：09

16：08

16：07

16：06

16：06

16：05

16：00

15：59

15：58

15：56

15：55

15：54

15：50

15：49

15：43

15：05

15：04

15：00

14：59

14：53

14：52

14：51

14：50

7便

16：16

16：15

16：13

16：12

16：11

15：26

15：25

15：23

15：22

15：21

15：20

15：19

15：18

15：17

15：16

15：16

15：15

15：10

15：09

15：08

15：06

14：15

14：10

14：09

14：08

14：06

14：05

14：04

14：00

13：59

13：53

13：52

13：51

13：50

6便

12：21

12：20

5便

14：26

14：25

14：23

14：22

14：21

14：20

14：19

14：18

14：17

14：16

14：16

12：49

12：48

12：47

12：46

12：46

12：45

12：40

12：39

12：38

12：36

12：35

12：34

12：30

12：29

12：23

12：22

11：44

11：40

11：39

11：33

11：32

11：31

11：30

4便

12：56

12：55

12：53

12：52

12：51

12：50
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